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七郷一色。甚古山29-N, 1�。 亀淵11129-N,

lex. 愛郷3-V, lex. 棚山3-V, lex. 槙原

15-N, lex. 各地に多い。

あおずきんよこばい科(l ass idae) 

1 アオズキンヨコパイ Batracomorphus 

mundus 

くろひらたよこばい科(Penthimiidae)

1 クロヒラタヨコパイ Penthim ia nitida

七郷�上島田川3-V, lex. 普通である。

ひろずよこばい科（Macropsidae)

1 フタオビハトムネヨコバイ Macropsis

mats umu rana 七郷一色 。黄柳野2-VI, lex. 

ずきんよこばい科 (ldiocer idae) 

l ズキンヨコパイ Idiocerus切
．

tticollis

2. シロズキンヨコバイ Idiocerus ishiyamae

吉田15-N, lex.

ほしさじよこばい科（Paraboloponidae)

l サジョコバイ P arah<.ゅ”a guttata

しだよこばい科(Agalliidae)

1 シダヨコパイ Japanagallia pteridis 

吉田15-N, lex． 棚山3-V, lex. 

ふとよこばい科(Errhomenellidae) 

1 クワキヨコパイ Pagaronia guttigera 

七郷一色。黄柳野2-N, 2ex. 棚山3-V, lex. 

各地に普通である。

ひしうんか科(C ixiidae) 

l. ヤナギカワウンカ Andes marmaratus

2. ハスオビヒシウンカ Betac江ius obliquus

3. イボタヒシウンカ Ku加ra ligustr i七郷

一色。甚古山29-N, lex.

4. ヒシウンカ Pent心がridius api,calis七郷

一色。棚山3-V, lex. 上島田川3-V, lex .

黄柳野2-VI, 3ex. 普通である。

5. ヨスジヒシウンカ Reptalu s quad.r ici­

nctus

まるうんか科(lssidae)

1. マルウンカ Ger git hus var iabilis 七郷

屯。 上島田川3-V, lex. 黄柳野29-N, 2ex.

普通である。

ぐんばいうんか科（Tropiduchidae)

1. タテスジグンバイウンカ Catullia四．ttata

はころも科(Ricaniidae) 

l. ベッコウ ハゴロモ Orosanga japonicus

2. アミガサハゴロモ Pochazia albomacu­

lata

おおばはころも科（Fl atidae)

l アオバハゴロモ Geis ha distinctissima 

うんか科(Delphacidae)

l. セジロウンカ Sogatella Ju rcifera

2. トビイロウンカ Nilaparvata lugens

鳳来町の半翅目は ，ここに43科103種を報告す

る。 これはあくまで中間報告としたい。

今年度の 調査は，春だけに限られているので，

今後通年調査を進めて，概要をまとめていきたい。

参考文献

1. 浅岡孝知他（1990) 愛知県の同翅目 ・異翅目

愛知県：105-162。
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1. 神谷一男（1955)北設山岳及び鳳来寺山県立公

國 一帯の自然科学 ・奥三河の毘虫相。

2. 大平仁夫 (1985)鳳来寺山の甲虫類（Il)， 鳳来

寺山自然科学博物館館報，（15) 7~10。

3. 大平仁夫 (1986)富田晶氏寄贈の「県民の森」

蛾類，その他の昆虫について，鳳来寺山自然科

学博物館館報，（16) 1~26。

4. 山崎隆弘 (1978)三河地方で採集した珍しい甲
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5. 山崎隆弘 ・穂積俊文(1990)愛知県のハムシ科，
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三河昆虫研究会の総会

1989 年度の総会は， 2 月11 日に生理学研究

所の講義室で開かれました。 4月に研究所技

術課長の大平博士が定年退官を迎えるので，

同氏の別刷，文献類が大量に処分され，来会

者は多くの文献を入手でき幸運で した。

会計報告ののち， 1990年度の事務所はとり

あえず大平博士の自宅に移すことが了承され，

各参加者は話題を提供，会の調査地を「鳳来

寺山との周辺」に決めて散会しました。

参加者は伴 憲隆，蟹江 昇，小鹿 亨，

山崎隆弘，照井正康，岩崎 博，浅岡孝知，

鋤柄守三，金田吉高，坂本博己，桐山 功，

加藤真也，鈴木友之，杉坂美典，間野隆裕，

太田克人，穂積俊文，竹内克豊，大平仁夫

（順位不同）でした。
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鳳来町では三河大野から記録されている。

20. Dolerosomus gracilis (Candeze, 1873) 

キバネホソコメッキ

黄柳野， 29-N,90(2o2!il),浅岡；棚山，3-V,

90(lol!il), 浅岡；愛郷 ，3-V,90 (l!jl),浅岡；上

島田IIl, 3-V, 90(1829），浅岡。

普通の種である。

21. Dal叩
．

us tamui Kishii, 1957 

ホソナカグロヒメコメッキ

亀渕川，29-N,90(l!il），浅岡；棚山，3-V,90(1 

819），浅岡；鳳来寺山，24-V,81Clo),浅岡。

大平 (1985B)に D. patagiatusとして鳳来

寺（県民の森）から記録した種は，上記の種の

ことである。

2 2. Ectim祉es insignitus (Lewis, 1894) 

ョッキボシコメッキ

鳳来寺山 ，24-V,81Clo),浅岡；槙原 ，15-N,

90 (1 ),浅岡；吉田，154V,90(18），浅岡；棚山，

3-V,90(1）， 浅岡。

三河地方に広く分布している種であるが， ど 、

こでも個体数は多くない。

23. Ectinus seric us (Candさze, 1873)

カバイロコメツキ

大島 ，20-V,90Clo),浅岡。

本種は鳳来寺山から記録されている。

24. Glyphonyx bicolar Candeze, 1893

キバネクチボソコメッキ

七郷 一色，5-VI，87(18），浅岡；同上，24-VII,87 

(lo),浅岡。

鳳来町では三河大野から知られている。

25. Parasi如 musculus (Candeze, 1873)

クチブトコメッキ

七郷一色 ，13-VI,87 (1 ),浅岡；同上， 5-VII,87 

(2)'浅岡。

各地に普通の種である。従来は属名Si比”.s

と呼ばれいた。

26. Mela加tus cete Candさze, 1860

アカアシオオクシコメッキ

大島，20-V,90(2!il),大平。

普通で各地に広く分布している。

27. Melamtus correctus Candeze, 1865

ヒラタクロクシコメッキ

鳳来寺山，3-VI,79Cl!i!),浅岡；同上，24-V,81 

(18），浅岡；七郷一色，5～V,87(18），浅岡；甚古

山，29-IV,90 Clo),浅岡；棚山，3-V,90 Clo),浅

岡；愛郷， 3-V, 90Clo），浅岡。

山林に普通の種である。

28. Melanotus senilis Candeze, 1856 

クロクシコメッキ

七郷一色，13- VI,87Cl!i!），浅岡；同上， 5-VI,87 

(18），浅岡；大島，20-V,90Cl!i!),大平。

各地に広く分布する普通の種である。

29. Melanotus spe rnendus Candeze, 1873

ナガチャクシコメッキ

大島，20-V,90Clol!i!),大平。

鳳来町からは大平(1979)が記録している。

30. Melanotus Jortnumi Candeze, 1878

マルクビクシコメツキ（図F)

柿原，29-IV,77 Clo），浅岡。

鳳来町ではこれが最初の記録である。

31. Platynychus nothus ( Candeze, 1865)

オオハナコメッキ

大島，20-V,90Cl!i!),大平。

普通の種であるが，鳳来町からはこれが最初

の記録と思われる。

32. Cardiopho771.S niponicus Lewis, 1894 

ホソハナコメッキ（図B )

棚山，3-V, 90 (2o l!i!),浅岡。

鳳来町では三河大野から記録されている。

引用文献

大平仁夫(1979)鳳来寺山の甲虫類，鳳来町 一

自然と文化ー：74~79 （鳳来町）。

( 1985 A) 鳳来寺山の甲虫類，鳳来

寺山自然科学博物館館報，（15) : 7~10。

( 1985 B)山崎隆弘氏採集の三河地

方のコメッキムシ， 三河の毘虫，（32) : 170 

~178。
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引用文献

神谷 一男(1955)奥三河の昆虫相，北設山岳及ひ鳳

来寺山県立公園一帯の自然科学（調査報告書）

: 33~70。

大平仁夫（1973)1950年頃の段戸山のコメッキムシ，

佳香蝶， 25 (97) : 99~101。

大平仁夫 •佐藤正孝(1973)西尾市の甲虫類，西尾

篠島で採集した甲虫類

筆者は1989年に知多郡南知多町篠島で若干の甲

虫を採集 したので報告する。

採集は2回で1989$の 3 月 16日に南端の小さな

砂浜で石やゴミの下を約1時間調べ， その 付近に

あったヤシャブシの枯れ木 の 一部を持ち帰った。

次に5 月 20日は前回と同じ砂浜とハイキングコ ー
、

ス（山道のみ）を夜間(P .M. 8~10時）にライト

で見回った。またその時マツの枯れ木に付いてい

たヒトクチタケを10個程採集闊寺ち帰った。

記録は種名に日 付( 16-m又は20-V)と採集

数を示し，持ち帰った材などから出 たものは羽化

脱出日と 羽化脱出数の後に（）内に食物を示した。

目 録

市の生物（動物） （ 西尾市史史料N) : 275~ 

306 。

大平仁夫・浅岡孝 知(1976)愛知 県のコメッキムシ

（ 北設山岳地帯を中心にして）， 茶日山高原道

路建設予定地域の自然環境調査報告書：141 ~

153 。

河 路 掛 吾

6. スジアオゴミムシ Hapl,ochlaenius costige-r
(Chaudoir) 20-V, lex.

7. コアトワアオゴミムシ Chlaenius hamifiり
Chaudoir 20 -V, 1 ex。（図1)

8. クビボソゴミムシGale-rita orientalis
Sehmidt -Gobel 20-V, 2ex.

エンマムシ科 Histeridae

9. ハマベエンマムシHypocaccus varians

(Schmidt) 20-V, 14ex. 

ハネカクシ科 Staphyl inidae 

10. オオマルズハネカクシ Domene cra.ssi,c -

arnis (Sharp) 20-V, 2ex.
--

11. カクコガシラハネカクシ Philonthus

オサムシ科 Carabidae rectangulus Sharp 20-V, 4ex.

1. ミカワオサムシ Carabus arrm成anus 12. ホソウミベハネカクシCafius alg arum 

(Breuning) 20-V, 3ex. Sharp 16-III, 2ex.

2. ヒョウタンゴミムシ Scarites aterrimus 13. クロサビイロハネカクシ Ocypus lewisius

Morawitz 16-III, lOex. 20-V, 2ex. Sh arp 20-V, 4ex. 

3 . オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus

nitidus (Motschulsky) 20 -V, 60 ex. コガネムシ科 Scarabaeidae

4. ゴミムシ Anisodactylus sign atus 14. オオクロコガネHolotrichi a parallel a

(Panzer ) 20 -V, 1 ex. ( Motschulsky) 20 -V, 1 ex.

5. キベリゴモクムシ Anopl,ogenius l)tlnescens

(Hope) 20-V, lex.
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図l 図2

ケシキスイ科 N itidul idae 

15. オオヒラタケシキスイ Aphenolia pse­

udosoronia Reitt er 12~19-VI-1989, lOex.

（ヒトクチタケ）

ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae 

16. ヒメカクスナゴミムシダマシ Gonoceph­

alum tarminale Reichardt 16-m, 9 ex. 20 -

V, 2lex.

17. カブトゴミムシダマシ Paraholitophagus

Jelix (Lawis ) 11~16 -vrr -1989, 3 ex.

（ヒトクチタケ）

18. ズビロキマワリモドキ Gnesis heloplo­

ides Pascoe 20-V, l ex. (図2)

カミキリムシ科 Cerambycidae

19. ヨッスジトラカミキリ Chlorophorus

qu切quefas ciatus (Castelnau et Gory)

25-VI~13 -VII -1990, 4 ex. (ヤシャブシ）

20. ヒメクロトラカミキリ Rhaphuma dimin­

uta (Bates) 16-III, lex. 2~5-III-1989,

図3

15ex。 （ヤシャプシ）

ゾウムシ科 Curcul ionidae 

21. トビイロヒョウタンゾウムシ Scepticus

unifor mis Kono 20-V, 5ex. (図3)

以上21種を記録したが観光で当地を訪れ延採集

時間は3時間程にもかかわらず， 愛知県において

は珍しいコアトワアオゴミムシやズビロキマワリ

モドキ等が採集でき， また海岸性昆虫や分布にお

いて貴重な種が多く採れて， 今になって驚いてい

る。三河で一番虫の少ない島などと言われている

が， まだまだ興味深い島で今後の調査が期待され

る。
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はまず船を出してくれない。したがって計画がく

るうことは日常茶飯事的に起きる。島の調査行は

ここ がもっとも厄介である。

こうして木島，野島，築見 島，姫島へと主な島

を一通り調査した。その数は16島を数えた。 どこ

も 一見平凡な島 ではあるが，各島ごとに毘虫相が

違っていて興味深かった。

三河湾島嶼から得られた資料についてはまだ十

分とはいえないが，本会員の浅岡知孝氏と共に，

「三河湾島嶼の昆虫類」ということです でにまと

めに取りかかっている 。この内容については紙面

の都合で省略するが，種 類数については予想を越

えた数を 見 出すことができたし，分布上興味ある

種 も得られている。これによって，当初我々の島

の概念であった「自然環境は極めて貧弱」 「だか

ら昆虫相も極めて貧弱」と言うまさに見下げてい

たそれが，近頃は打って変わって「魅力あるのは

島の毘虫」と改めている。ともあれ，まだまだ三

河湾の島嶼には多くの意外性が秘められているよ

う で，今後とも興味深 い地域であることには違い

ない。

この調査行では，浅岡氏のほかに大平仁夫博士，

照井正康氏共々大変お世話になり，また松野更一

氏，竹内克豊氏，鈴木友之氏，その他の方々とも

同行させて頂いた。ここに記して厚くお礼申し上

げたい。

口永良部島の昆虫観察記

浅 岡 孝 知

口永良部島は，薩南地方鹿児島県熊毛郡に属し，

屋久島から12kmのところに位置する。周囲は約50

km' 人口は 200人あまり で，屋久島よりフェリ ー

第2太陽丸にて，約2時間で着く。来年より島の

反対側湯向に着くようになれば， 1時間になるよ

う である。（地図参照）

大平，原田両先生と筆者は，日本列島と琉球列

島との種の分布上での問題点に興味があったので，

その資料収集に努めるため， 7月27日から29日に

かけて調べることにした。原田先生の昼夜に亘る

活躍は見事であったことを記しておきたい。

調査は植生の豊かな地を務めて捜したが，本村

周辺に集中して進めることにした。 ビ ーティング，

スイ ー ヒ°ング， トラップ，燈火等実施する。

甲虫類では，明る い体色のノコギリクワガタ，

フタモンウバタマコメッキ，おびただしいアオド

ウガネ，シロテンハナムグリ ，リュウキュウツヤ

ハナムグリ，アヤムネスジタマムシ，スジコガネ，

オオコフキコガネ，屋久島には多いが少なかった

ヤクカ ンショコガネ，キボシカミキリ， ョッスジ

トラカミキリ，フタ オヒ
、

ミドリカミキリ， キベリ

ヒラタノミハムシ，ハンミョウ等が見られた。

その他 では，タテハモドキ，ナガサキアゲハ，

多いツマグロヒョウモン，ツマベニチョウ等のチ

ョウが見られた。特にセミ類，ニイニイゼミ， ッ

クックボウシ，リュウキュウクマゼミが多 く，そ

の嗚き声を聞くことができた。
N 

屋久島

宮之浦ヘ

寝待温泉

幽湯向温泉

4

—
 

口永良部島全図
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詳しい報告については ，次の機会とするが ，全

体的に 種 類数は少なく，同種が多産するとい う

島特有の昆虫相を呈しているようである 。今後続

けて訪れてみたい島である。

おわりにずっと お世話になった，民宿のぶ子の

皆さんに写真を添えて紹介してお礼を申しあげる。

民宿のぶ子前にて
（左から大平先生，民宿のまと，まと，原田先生，筆者）

←�―0 -- -- -- - - -- -- -—―‘””-
: 

！私の研究ーその 1- l
9 9 
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私 と 蜂

伴 憲 隆

蜂，剌されると痛い， 痛いどころか死ぬ人さえ

いる。恐い嫌なやつだ， とまず多くの人は思うで

しょう。 でも，その生活 ，習性が分かってくると，

それほど恐しい虫でないことに気づきます 。がし

かし注意しなければならないことは確かです。

私はこの1年，蒲郡市内及びその周辺の 5ケ所

を調査地に選び短時間，長時間を含め都合30回ほ

ど採集に出掛けました。 その結果，今まで全く知

らなかった種類や性質，生活などがわずかながら

知ることができ，改めてハチの世界が我々人間社

会と非常に似ていることにびっくりさせられてい

ます。

私が蜂に興味をもったのは今から30年ほど前の

中学1年の時でした。夏休みの自由研究テ ー マに
蜂を選んだ時です。なぜ蜂にしたかと言うと，恐

くて誰れ もしない だろう，との単純な思いつきか

らで，特別虫が好きとか，こ れから昆虫を集めよ

ぅ，とかでは全くありませんでした。当時 のこと

を思い出すと採集道具，方法にしても粗末なもの

で駄菓子屋で買った安物の捕虫網， ガラスの空瓶

にナフタリンを入れた殺虫管， それに雑巾l枚，

（雑巾はスズメバチなどは網を破って逃げるから

捕えると素早く押えて瓶の内に入れるその為に必

要）それで1ケ月間， 自転車で近くの山や空地に

出掛け， アプを含め約60種ほど採集し市内標本展

示会で入選した思い出があります。なぜかこの年

になって， あの日あの時の情熱が再び蘇った様で

採集が楽しく童心にかえって夢中でハチを追っか

けている今日此の頃です。

膜翅目は， ハチとアリを含む非常に種類の多い

目で， わが国には約60科1万種以上産するといわ
れ ，小さい ものはQ. 2 UlUlのタマゴヤドリコバチ，

大きい ものでは50mmぐらいのツチバチまでと多種

多様で， とても，とても私しにはできません。せ
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いぜい北隆館の大図鑑に記録されているコバチ類

を除いた科， 種ぐらいが限界でしょう。採集した

ハチのなかにはアメリカジガバチのように1945年

に日本に侵入上着した種もあり，この地域の分布

調査の必要性を感じます。 その他についても整理

でき次第発表したいと思っています。

· ―’‘”‘------- --ー＇“'―-一一＂“'--一1

！私の研究ーその2- l
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杉 坂 美 典

私がゴマシジミに初めて出会ったのは，今から

21年前， 木曽駒ケ岳の山麓に広がる開田高原であ

った。青臼色の翅は真夏の太陽に照らされて輝き，

夢多き高校生であった私にとっては， 図鑑でしか

見たことのないチョウとの感動的な出会いであっ

た。

それから9年後，担任した子供たちと冗談半分

で『作手村でゴマシジミを発見する会 』と名付け

て自然観察会を開催した。 その当時， 作手村のゴ

マシジミは絶滅したと伝えられていたが，自然の

中で遊ぶ楽しさを体験させたかったからであった。

当日，参加した子供たちを3グル ー プに分け，

蝶類図鑑を持たせてどんなチョウがいるかを観察

させ， 後でみんなで報告し合うことにした。解散

後 ，しばらくしてから集合地点で待っていると，

子供たちが，

『先生，ゴマシジミがいたよ 。採ったよ。』

と叫びながら， ネットの中央を握りしめて走って

来るのである。

『それは，たぶん， Jレリシジミだろうo』

と思いながらネットを見ると， な，なんと，本物

のゴマシジミが動いていた。

その後は，東京にいた金田吉高氏と連絡を取り

ながら，愛知県 ・岐阜県 ・長野県と連日調査に出

かけた。本当に， ＂雨にも負けず，風にも負けず

……••• ” の日々がその後，真夏から初秋にかけて

3年間続き，多くの新産地の発見と新知見を得た。

そして，こ れらの資料をデ ー タ化し，統計学に

基づいた分析をコンピュ ー タにさせ，『愛知県お

よびその周辺に生思するゴマシジミの地理的変異

についての一考察 』としてまとめることができた。

この研究論文が全国コンク ー ルで 1位になり，首

相官邸に招待され，著書『ゴマシジミの謎を探る』

の出版へと繋がっていった。
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クロコノマチョウを安城市で目撃

小 鹿 亨

クロコノマチョウMelanitis phedeima

oitensis MATSUMURAを安城市で目撃している

ので報告する。

＜デ ー タ＞ l 9，目撃 愛知県安城市城南町

安城南中学校敷地内 27.N.1990 

校舎北側にあるササの植え込みに潜り込んだと

ころを発見したもので，秋型の9であった。

オオセンチコガネを作手村で採集

小 鹿 登 美

オオセンチコガネ Geotrupes aural硲

MOTSCHULSKYは，愛知県内においては，比較的

採集記録の少ない甲虫のようである。筆者は南設

楽郡作手村にある安城市作手高原野外センタ ーの

敷地内において，本種を採集しているので報告す

る。スギ植林地の中の空き地に飛来したものであ

る。

＜デ ー タ� lex.愛知県南設楽郡作手村

安城市作手高原野外センタ ー敷地

内 10. IX. 1989 筆者採集・標

本保管。

参考文献

作手村教育委員会(1982泊三手村の自然，作手村

誌：3--... 120 

山崎隆弘(1990 )南設楽郡作手村 で採集した甲虫

類，三河の昆虫(37) : 282~30 2 

松野更ー・伴憲隆・穂積俊文(1990)愛知県の

コガネムシ類，愛知県の昆虫：339

南設楽郡鳳来町のギフチョウ

小 鹿 予

愛知県内のギフチョウはどこでも数が少なくな

り，産地も失われつつあると聞くが， 筆者は 1990

年4月1日に南設楽郡鳳来町で ギフチョウLue­

hdorfia japonica LEEC Hを採集してきたので

報告する。

＜デ ー タ＞ 288，筆者採集・標本保管 288

1 9  目撃 愛知県南設楽郡鳳来

町 1. rv. 1990 。
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アサギマダラを安城市で採集

小 鹿 亨

筆者 はアサギマダラ Parantica si,ta nipho -

n如MOOREを，安城市で採集しているので報告

する。

安城市立桜井中学校（ 同市小川町）の体育館内

に入り込んできたもので，おそらく他の地域から

飛来した個体と思われる。翅はやや 飛び古した感

じで はあるが，破損はほとんどなかった。

＜デ ータ}> 1 o, 愛知県安城市小川町

安城市立桜井中学校体育館内

21. x. 1990 筆者採集 ・標本保

管。

参考文献

久永和彦（1984)安城の蝶， 三河の昆虫( 30)

138~140 

三重県神島のコメッキムシ

2種の記録

大 平 仁 夫

今度，渥美半島や三河の島の毘虫相の調査に活

躍されている浅岡孝知氏から，三重県 神島で同氏

が採集された下記の2 種のコメッキムシをいただ

いた。これはいずれも神島から未記録の種と思わ

れるので，ここに記録することにした。

l. Zorochrus albi仮lis ( Candeze)

シラケチビミズギワコメッキ

調査標本：神島，17-VI, 1990 (1�)。

マルマメコメッキ（ 神島産）

2. Quasimus ovalis (Candeze)

マルマメコメツキ（ 図）

調査標本：神島，17-VI, 1990 (1 �), 体長

2 mm内外の小形種である。

渥美半島のチビサクラコガネ

大 平 仁 夫

忘れもしない1990年8 月 12日の夜，浅岡孝知氏

と渥美半島の田原町半耳の海岸で燈火採集をした

ときのことである。谷合いの風のない場所で発電

機をまわ してしばらくすると， ハエのように身軽

によく飛ぶ甲虫が飛来した。急いで採集してみる

と体長10 mmくらいの小形のコガネムシであった。

今までにこのようによくとびまわるコガネムシに

出合ったことが ないし， 上翅も含めて体全体が黄

褐色で光沢が強く， どの図鑑とも合致しない種で

ある。もしかしたらこれは 海浜性の特殊な種か学
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会未知の種に違いないと，この個体を眺めるたび

に夢は大ぎくふくらんだ。その後，8月27日に伊

良湖岬の先端の砂浜で夜間採集をしたとき，点燈

と同時に1頭が飛来した。このように渥美半島の

あちこちで採れるのは，期待するような特殊な種

ではないのかも知れないという不安が胸をかすめ

た。

標本は専門家の三宅義 一先生に送って調べても

らうことにした。返事はチビサクラコガネAno­

mala schonf eldiであるということであった。

松野(1980)の 報告には，渥芙半島の伊良湖，蔵

王山から記録されていた。このようにして，この

夏に渥美半島でふくらんだ夢は，夏の終りにはあ

えなく消え去ったのである。珍種と思った原因は

他にもある。それは，すでに渥美半島 から本種を

記録した松野氏にみていただいたら「名前がよく

わからない」ということであった。人騒せな方で

ある。

l) 松野(1980)渥美半島の食葉性コガネムシ。涅

美半島の昆虫：10~14。

三河地方の興味ある甲虫（分布）

浅岡孝知

三河地方で，昨年までに，筆者の手元にある標

本の中 から，幾つかの興味のある種について報告

をする。

1. オオセンチコガネ Geotr砂es auratus

山本宮山系の続きの所てある。1ex．を山頂で得 -
l Mots chulsky 15 -XI, 1982 豊川市財賀町観音

る。

2. ムネアカセンチコガネ Boibocerosoma

nigr噌agiatum(Waterhouse) 24-X, 1986

lex.豊川市平尾町。この地方は個体数が多い。

3. ミツノエンマコガネ Onthophagus tric­

arnis Wiedemann 1- VIII, 1986 2 ex. 豊川市

平尾町；4-XI, 1986 3ex.豊川市国府町； 27-

V皿19901 ex.岡崎市真伝町；15-JX, 1990

2ex.豊田市勘八町。戸河内陸部まで分布が広

がっている。豊川市は 特に多い。

4. オオフタホシマグソコガネ Aphodius

elegans Allibert 21-X, 1990 1 ex.豊田市勘

八町。この他にも飛しよう中の1個体を確認す

る。平地に分布するが，比較的報告例がない。

5. フタモンウバタマコメツキ Paracalais

larvatus pi,ni (Lewis) 23-XII, 1990 lex.

豊田市勘八町。松の樹皮下より，多くのウバタ
マコメッキの中より1個体を確認する。三河の

内陸部に分布が広がっている。




